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浄化槽を設置して
いるみなさんへ

適切な維持管理を実施しましょう!!

①
法
定
検
査
を受

け
ま
し
ょ
う

《
設
置
後
等
の
水
質
に
関
す
る

検
査（
浄
化
槽
法
第
7
条
）》

浄
化
槽
の
使
用
開
始
後
3
か
月

を
経
過
し
た
日
か
ら
5
か
月
以
内

に
受
け
る
検
査
で
、
浄
化
槽
の
設

置
工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
、
か
つ

正
常
な
浄
化
機
能
を
果
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
早
い
時
期
に
確
認
す

る
た
め
の
検
査
で
す
。

《
定
期
検
査（

浄
化
槽
法
第
11
条
）》

毎
年
1
回
、
定
期
的
に
受
け
る

検
査
で
、
保
守
点
検
や
清
掃
が
適

正
に
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
浄
化
槽

の
働
き
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の

検
査
で
す
。
た
と
え
、
浄
化
槽
保

守
点
検
業
者
ま
た
は
清
掃
業
者
と

委
託
契
約
を
し
て
い
て
も
、
山
梨

県
の
指
定
検
査
機
関
で
な
る（
社
）

山
梨
県
浄
化
槽
協
会
が
実
施
し
て

い
る
法
定
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

浄化槽は、微生物の働きを利用して、し尿などの汚水を
きれいな水と汚泥に処理する装置で、日頃の維持管理が非
常に重要となります。
浄化槽の機能が十分発揮されるように、浄化槽管理者

（設置者）は法定検査、保守点検および定期清掃の3つの維
持管理が浄化槽法で義務づけられています。
維持管理が適正に行われないと、しだいに浄化槽の機能
が低下し、汚れた水が流れ出して道路側溝から悪臭が発生
する原因になります。また、浄化槽の故障の原因にもなり、
機能を正常に戻すために余分な費用がかかってしまいます。

※文中のイラストは社団法人全国浄化槽団体連合会製作の「合併
処理浄化槽と上手につきあう方法」から出典しています。

《検査申込み・問い合わせ》
社団法人山梨県浄化槽協会
〒400-0822 甲府市里吉3－9－1
（山梨県庁里吉別館内）
蕁055－232－2762
蕭055－232－3841
＊申込書または電話によりお申
し込みください。なお、検査に
は手数料がかかります。

②
定
期
的
な
保
守
点
検
と

年
1
回
以
上
の
清
掃
を

行
い
ま
し
ょ
う

《
保
守
点
検（

浄
化
槽
法
第
10
条
）》

浄
化
槽
を
正
し
く
機
能
さ
せ
、

常
に
良
好
な
状
態
を
保
っ
て
お
く

た
め
に
、
浄
化
槽
管
理
者（
設
置

者
）は
、
定
期
的
に
保
守
点
検
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
守
点
検
は
、
山
梨
県
知
事
の

登
録
を
受
け
た
業
者
へ
委
託
し
て

実
施
し
ま
し
ょ
う
。
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名称
環境管理開発　株式会社
有限会社　天野清掃社
正一　有限会社
上野原衛生社

株式会社　東朋山梨支店
小俣工務店

業務の種類
保守点検・清掃
保守点検・清掃
保守点検・清掃
保守点検・清掃
保守点検
保守点検

連絡先
43－2471
56－2011
62－3922
63－0878
67－2488
56－2050

《保守点検・清掃業者》

※清掃は、上記の4業者のみです。その他の業者は清掃を行えません。保守点検業者については、紙面の
都合上、上野原市に営業所がある業者のみの掲載となっています。

《許可登録順》

《
清
掃（
浄
化
槽
法
第
10
条
）》

浄
化
槽
に
流
れ
込
ん
だ
汚
水

は
、
沈
殿
・
浮
上
と
い
っ
た
物
理

作
用
と
微
生
物
の
働
き
に
よ
る
生

物
作
用
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
過
程
で
必
ず
汚
泥
な
ど

の
か
た
ま
り
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ

ら
が
た
ま
り
す
ぎ
る
と
浄
化
槽
の

機
能
に
支
障
を
き
た
し
、
処
理
が

不
十
分
に
な
り
悪
臭
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
汚
泥
な
ど
の

取
り
除
き
や
機
械
類
の
洗
浄
な

ど
、
掃
除
す
る
作
業
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

清
掃
は
、
年
1
回
以
上
、
上
野

原
市
長
の
許
可
を
受
け
た
業
者
へ

委
託
し
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
排
水
設
備
未
着
工
の

「
公
共
汚
水
ま
す
」
で
あ
っ
て

も
、
壊
れ
た
ま
ま
放
置
し
て
い

る
と
、
下
水
道
本
管
に
大
量
の

雨
水
な
ど
が
流
入
し
て
、
終
末

処
理
場
の
機
能
を
損
な
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
下
水
道

課
へ
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
施
設

担
当（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

下
水
道
の
な
ぜ
？

Ｑ「
公
共
汚
水
ま
す
」が
壊
れ
た
場

合
、
だ
れ
が
直
す
こ
と
に
な
り

ま
す
か
。

Ａ
下
水
道
本
管
か
ら
み
な
さ
ん
の

宅
地
内
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
「
公
共
汚
水
ま
す
」
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、
市
が
行

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、「
公
共
汚
水

ま
す
」
が
壊
れ
た
場
合
は
、
原

則
と
し
て
市
が
修
繕
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

「
公
共
汚
水
ま
す
」
よ
り
上
流

部
分（
宅
地
内
排
水
設
備
）に
つ

い
て
は
、
み
な
さ
ん
に
管
理
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

下
水
道
の
は
な
し

③
浄
化
槽
を
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
は
日
常
の
管
理
も
大
切

で
す
。
使
用
者
は
日
常
の
使
用
に

あ
た
っ
て
、
次
の
点
を
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
は
、
十
分
な

量
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

②
便
器
の
掃
除
に
は
、
微
生
物
に

影
響
す
る
よ
う
な
薬
剤
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
以
外
の
異
物
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

④
浄
化
槽
の
通
気
装
置
（
ブ
ロ
ワ

ー
）
の
電
源
は
切
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
通
気
口
や
送

風
機
の
空
気
取
り
入
れ
口
は
ふ

さ
が
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
マ
ン
ホ
ー
ル
の
上
に
物
を
置
か

ず
、
ふ
た
は
き
ち
ん
と
閉
め
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

⑥
消
毒
剤
は
切
ら
さ
ず
、
常
に
消

毒
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

⑦
合
併
処
理
浄
化
槽
（
生
活
雑
排

水
と
し
尿
等
を
併
せ
て
処
理
す

る
浄
化
槽
）
を
ご
使
用
の
方
は
、

台
所
か
ら
野
菜
く
ず
や
天
ぷ
ら

油
な
ど
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当
（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

▲公共汚水ます
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予 算 額

183,617

2,585,439

2,129,656

1,792,037

14,126

308,084

130,336

1,190,487

548,168

1,021,337

15,659

1,892,697

208,505

10,000

12,030,148

収入率（％）

94.5

88.1

135.3

170.2

100.0 

100.0

100.0

54.5

100.0

100.0

101.7

81.3

99.2

51.9

36.0

110.6

0.0

0.4

93.4

68.8

20.4

72.5

科　　　　　目

1 市 税

2 地 方 譲 与 税

3 利 子 割 交 付 金

4 配 当 割 交 付 金

5 株式等譲渡所得割交付金

6 地 方 消 費 税 交 付 金

7 ゴルフ場利用税交付金

8 自動車取得税交付金

9 地 方 特 例 交 付 金

10 地 方 交 付 税

11 交通安全対策特別交付金

12 分 担 金 及 び 負 担 金

13 使 用 料 及 び 手 数 料

14 国 庫 支 出 金

15 県 支 出 金

16 財 産 収 入

17 寄 附 金

18 繰 入 金

19 繰 越 金

20 諸 収 入

21 市 債

計

収入済額

3,076,547

298,749

13,658

10,953

10,011

276,602

157,323

40,483

88,707

2,898,750

5,085

117,982

141,896

236,167

208,247

10,000

0

3,759

573,320

175,118

376,900

8,720,257

科　　　　　目

1 議 会 費

2 総 務 費

3 民 生 費

4 衛 生 費

5 労 働 費

6 農 林 水 産 業 費

7 商 工 費

8 土 木 費

9 消 防 費

10 教 育 費

11 災 害 復 旧 費

12 公 債 費

13 諸 支 出 金

14 予 備 費

計

支出済額

181,175

1,413,032

1,346,545

1,420,377

12,737

213,458

77,200

495,039

536,055

902,458

0

1,776,648

0

0

8,374,724

支出率（％）

98.7

54.7

63.2

79.3

90.2

69.3

59.2

41.6

97.8

88.4

0.0

93.9

0.0

0.0

69.6

平成18年度一般会計歳入歳出状況
歳　入 （19.3.31現在　単位：千円）

歳　出 （19.3.31現在　単位：千円）

このように
下期財政公表

こ
の
「
財
政
公
表
」
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
上
野
原
市
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
に
、
毎
年
2
回（
7
月
・
12
月
）定
期

的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
平
成
18
年
度
下
期
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
と
、
平
成
18
年
度
の
病
院
事
業
会

計
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
市
の
会
計（
病
院
事
業
会
計
を
除

く
）で
は
、
平
成
18
年
度
出
納
整
理
期
間

（
平
成
19
年
4
月
1
日
〜
5
月
31
日
ま
で
）

が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
公
表
す
る

額
は
決
算
額
と
は
異
な
り
、
収
入
率
、
支
出

率
が
低
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
下
期主
な
事
業（
一
般
会
計
）

◎◎
総
務
費

・
市
民
会
館
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
工
事

・
40
立
方
級
耐
震
性
貯
水
槽
建
設
事
業

・
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

◎◎
民
生
費

・
学
童
保
育
事
業

・
出
産
奨
励
祝
金
事
業

・
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設
立

事
業

◎◎
衛
生
費

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
事
業

・
東
部
地
域
広
域
水
道
整
備
事
業

予 算 額

3,254,952

339,066

10,093

6,437

10,011

276,602

157,322

74,224

88,707

2,898,752

5,000

145,053

143,041

455,352

577,836

9,043

1

860,200

613,827

254,529

1,850,100

12,030,148

・
病
院
建
設
検
討
事
業
　

◎◎
農
林
水
産
費

・
八
重
山
整
備
事
業

・
た
め
池
等
整
備
事
業

◎◎
消
防
費

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入
事
業

・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業

◎◎
土
木
費

・
市
道
一
古
沢
安
寺
沢
線
整
備
事
業

・
市
道
大
間
々
線
整
備
事
業

・
市
道
中
野
栗
谷
板
崎
線
整
備
事
業

◎◎
教
育
費

・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
設
置
事
業

・
島
田
中
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
事
業

・
要
保
護
等
生
徒
援
助
事
業
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予算額

2,852,417

101,981

2,500,436

1,505,681

2,104

934,667

127,006

2,600

213,190

301,692

2,797

8,544,571

収入済額

2,153,281

64,866

2,233,830

1,144,533

1,367

146,746

88,816

2,386

138,986

302,127

2,748

6,279,686

1世帯あたり
（円）

130,179

156,522

4,240

15,888

306,829

建 物

122,446

907

―

123,353

土 地

521,585

178,255

13,536

713,376

科 目

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

計

収入済額
（千円）

1,301,141

1,564,437

42,378

158,805

3,066,761

市債目的別現在高（19.3.31現在　単位：千円）

住民負担の状況 （19.3.31現在）

市の台所は
平成18年度

区 分

行 政 財 産

普 通 財 産

土 地 開 発 基 金

計

市有財産の状況 （19.3.31現在　単位：m2）

▲リサイクルの拠点施設として整備が進められている
クリーンセンター内のリサイクルプラザ

会計別

国民健康保険
（事業勘定）
国民健康保険
（直営診療）

老 人 保 健

介 護 保 険

介護サービス

公共下水道

簡 易 水 道

教育奨励資金

温 泉 事 業

財 産 区
小金沢土室
財産保護組合

計

収入率
（％）

75.5

63.6

89.3

76.0

65.0

15.7

69.9

91.8

65.2

100.1

98.2

73.5

支出済額

2,410,154

85,716

2,250,354

1,345,688

294

727,962

85,605

240

172,012

23,535

15

7,101,575

支出率
（％）

84.5

84.1

90.0

89.4

14.0

77.9

67.4

9.2

80.7

7.8

0.5

83.1

特別会計歳入歳出状況 （19.3.31現在　単位：千円）

区　　　　　　分

1 普 通 債

（1）総 務 債

（2）民 生 債

（3）衛 生 債

（4）農 林 水 産 業 債

（5）商 工 債

（6）土 木 債

（7）消 防 債

（8）教 育 債

2 災 害 復 旧 事 業 債

（1）災 害 復 旧 事 業 債

3 そ の 他

（1）減 収 補 て ん 債

（2）臨 時 財 政 特 例 債

（3）減 税 補 て ん 債

（4）臨 時 税 収 補 て ん 債

（5）臨 時 財 政 対 策 債

（6）合 併 特 例 債

計

現 在 高

10,332,355

2,679,613

0

840,405

790,227

0

4,233,299

187,160

1,601,651

94,100

94,100

6,028,789

0

1,394

895,820

123,910

2,432,115

2,575,550

16,455,244

1人あたり
（円）

46,668

56,111

1,520

5,696

109,995
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金 額
636,789
626,559
1,500

2,281,715
1,656,656
10,230
8,929
1,301

1,710,680
1,507,363
181,239
22,078

0
16,637

2,364,106

28,942
28,942
75,617
67,962
7,655

104,559

2,229,402
2,018,508
210,894
30,145
241,605
229,055
12,550

△211,460
8,100
0

△219,560
2,259,547
2,364,106

金 額
1,401,108
630,953
608,660
161,495
1,797,667
1,078,661
319,016
316,245
83,745

△396,559
287,036
1,496
37,237
237,032
843

10,428
46,514
9,173
37,341

△156,037
0

2,332
△158,369
△61,191
△219,560

病

院

事

業

会

計

入
院
患
者
は
年
間
延
べ
2
万
2
3

2
6
人（
1
日
平
均
61
人
）で
、
前
年

度
比
で
8
8
1
5
人
減
で
し
た
。
外

来
患
者
は
、
年
間
延
べ
8
万
6
5
2

9
人（
1
日
平
均
3
5
1
人
）で
、
前

年
度
比
で
1
万
5
7
5
7
人
減
で
し

た
。経

理
状
況
は
、
総
収
益
16
億
8
8

1
4
万
4
千
円
、
総
費
用
18
億
4
6

5
1
万
3
千
円
で
、
1
億
5
8
3
6

万
9
千
円
の
純
損
失
で
し
た
。

前
年
度
に
比
べ
、
医
業
収
益
は
3

億
5
2
7
7
万
3
千
円（
20
・
1
％
）

減
、
医
業
外
収
益
は
9
4
0
9
万
円

（
48
・
8
％
）増
、
特
別
利
益
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

医
業
費
用
は
2
億
3
1
5
6
万
8

千
円（
11
・
4
％
）減
、
医
業
外
費
用

は
9
1
1
万
7
千
円（
16
・
4
％
）減
、

特
別
損
失
は
2
3
3
万
2
千
円
で
し

た
。器

械
お
よ
び
備
品
整
備
事
業
と
し

て
、
高
圧
蒸
気
滅
菌
装
置
、
食
器
洗

浄
機
、
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
等
を
購
入

し
ま
し
た
。

科 目
1 医業収益（A）
（1）入院収益
（2）外来収益
（3）その他医業収益
2 医業費用（B）
（1）給与費
（2）材料費
（3）経費
（4）その他医業費用
医業利益（A）－（B）＝（C）

3 医業外収益（D）
（1）受取利息配当金
（2）他会計補助金
（3）他会計負担金
（4）患者外給食収益
（5）その他医業外収益
4 医業外費用（E）
（1）支払利息及び企業債取扱諸費
（2）その他医業外費用
経常利益（A＋D）－（B＋E）

5 特別利益
6 特別損失
当年度純利益
前年度繰越利益剰余金
当年度未処分利益剰余金

病院事業損益計算書
（18.4.1～19.3.31 単位：千円）

病院事業貸借対照表
（19.3.31現在　単位：千円）

科 目
1 固定資産
（1）有形固定資産
ア土地
イ償却資産
ウ減価償却累計額

（2）無形固定資産
ア借地権
イ電話加入権

2 流動資産
（1）現金及び預金
（2）未収金
（3）貯蔵品
（4）前払金
3 繰延資産
資産合計

4 固定負債
（1）引当金
5 流動負債
（1）未払金
（2）預り金

負債合計

6 資本金
（1）自己資本金
（2）借入資本金
7 剰余金
（1）資本剰余金
ア国・県補助金
イその他

（2）利益剰余金
ア減債積立金
イ利益積立金
ウ当年度未処分利益剰余金

資本合計
負債・資本合計

▲医療器具を滅菌する高圧蒸気滅菌装置



7 広報うえのはら　平成19年7月号　　　　　

《
市
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
》

上
野
原
市
で
は
、
平
成
19
年
5
月
1
日
現

在
で
、
1
0
5
8
人（
高
齢
者
人
口
6
7
5

0
人
）の
方
が
要
介
護（
要
支
援
）認
定
を
受

け
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、

在
宅
や
施
設
に
お
い
て
、
日
常
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
地
域
支
援
事

業
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
も
こ
の
改
正
を
受
け
、「
元
気
い
き

い
き
教
室
」を
実
施
し
、
広
報
う
え
の
は
ら

5
月
号
で
募
集
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
参

加
者
が
少
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

介
護
予
防
を
重
点
的
に
受
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
虚
弱
な
高
齢
者
の「
特
定
高
齢
者
」と
、

健
康
な
高
齢
者
の「
一
般
高
齢
者
」に
分
け
て

介
護
予
防
を
目
指
し
た
教
室
で
す
。

こ
こ
で
は
、
介
護
予
防
事
業
を
重
点
的
に

受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る「
特
定

高
齢
者
」の
選
定
方
法
や
事
業
内
容
等
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

特
定
高
齢
者
の
選
定
方
法
や

事
業
内
容

《
事
業
開
始
の
背
景
と
目
的
》

高
齢
期
の
死
亡
原
因
は
中
年
期
同
様
、
悪

性
新
生
物
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
と
い
わ

れ
る
生
活
習
慣
病
が
多
数
を
占
め
て
い
ま

す
。し

か
し
、
高
齢
期
に
お
け
る
「
要
介
護
状

態
等
に
な
っ
た
原
因
」
を
み
て
み
る
と
、
脳

卒
中
は
重
複
す
る
も
の
の
、
骨
折
・
転
倒
、

高
齢
に
よ
る
衰
弱
な
ど
、
そ
の
原
因
は
死
亡

原
因
と
は
明
確
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

要
介
護
状
態
を
増
大
さ
せ
る
原
因
と
し
て
、

「
廃
用
症
候
群（
生
活
不
活
発
病
）」
あ
る
い
は

「
老
年
症
候
群
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
要
介
護
（
要
支
援
）
状
態
と
な
る

原
因
を
予
防
し
、「
高
齢
者
本
人
の
自
己
実

現
」
や
「
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
支
援
事
業
の
「
特

定
高
齢
者
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

《
特
定
高
齢
者
の
選
定
方
法
》

特
定
高
齢
者
事
業
は
、
介
護
予
防
の
効
果

的
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
生
活

機
能
が
低
下
し
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
虚
弱
高
齢
者（
特
定
高
齢

者
）を
事
業
の
対
象
者
と
し
て
選
定
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
広
報
に
同
封
さ
れ
て
い
る

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
基
に
、
国
で

示
し
た
判
定
基
準（
判
定
基
準
参
照
）に
照
ら

し
て「
特
定
高
齢
者
」を
選
定
し
て
い
き
ま
す
。

※
広
報
に
同
封
し
た
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
、
以
上
の
項

目
に
該
当
す
る
方
は
、「
特
定
高
齢
者
の

候
補
者
」
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
虚
弱
な
高
齢
者
と
し
て
、
介
護

予
防
事
業
を
優
先
的
に
受
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
す
る
「
特
定
高
齢
者
の
決
定
」
に
は
、

検
査
項
目
な
ど
を
基
に
医
師
の
判
断
が
必
要

と
な
る
た
め
、
市
で
実
施
し
て
い
る
健
康
診

査
や
人
間
ド
ッ
グ
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※
基
本
健
診
や
人
間
ド
ッ
グ
を
受
け
て
い
る

方
は
、
問
診
表
と
一
緒
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

《
事
業
内
容
》

新
た
に
創
設
さ
れ
た
地
域
支
援
事
業
の
中

の
特
定
高
齢
者
事
業
と
し
て
、「
筋
力
向
上

（
機
械
を
使
っ
た
運
動
や
専
門
家
に
よ
る
指

導
）」「
栄
養
改
善（
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄

養
相
談
等
）」「
認
知
症
予
防
」
を
中
心
に
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
原
則
週
1
回
、
3
か
月
間
継

続
し
て
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
回
あ
た
り
の
時
間
は
約
2
時
間
を
予
定
し

て
い
て
、
1
回
200
円
の
参
加
料
を
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
会
場
ま
で
の
送
迎（
無
料
）も

実
施
し
ま
す
。

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
実
施
し
、
上

記
の
判
定
基
準
に
よ
り
「
特
定
高
齢
者
の
候

補
者
」
と
な
っ
た
方
で
、
介
護
予
防
事
業
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
長
寿
健
康
課
高
齢
者
介

護
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
「
特
定
高

齢
者
の
選
定
」
手
段
の
一
つ
で
す
。
老
後

を
自
立
し
て
送
る
こ
と
の
一
助
と
し
て
、

介
護
予
防
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ

う
、
事
業
に
興
味
の
あ
る
方
や
参
加
希
望

者
は
、
高
齢
者
介
護
担
当
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3
3
）

《
判
定
基
準（
特
定
高
齢
者
の
選
定
）》

①
う
つ
予
防
・
支
援
関
係
の
項
目
を
除
く

20
項
目（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
1
か

ら
19
お
よ
び
B
Ｍ
I
）の
う
ち
10
項
目

以
上
該
当
す
る
者

②
運
動
器
の
機
能
向
上
5
項
目（
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
６
か
ら
10
）の
う
ち
3

項
目
に
該
当
す
る
者

③
栄
養
改
善
2
項
目（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
11
と
12
）全
て
に
該
当
す
る
者

④
口
腔
機
能
の
向
上
3
項
目（
基
本
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
13
か
ら
15
）の
う
ち
2
項

目
に
該
当
す
る
者

■
秋
山
地
区
に
お
い
て
は
、
地
区
愛
育
会

の
役
員
が
、
各
高
齢
者
世
帯
を
訪
問
す

る
事
業
に
併
せ
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
回
収
と
相
談
等
を
行
い
ま
す
。
７

月
中
に
各
高
齢
者
世
帯
を
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
疑
問
点
等
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防

自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
に

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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弓道競技

ソフトボール競技

第3回上野原市体育祭りが開催されました

軟式野球

バドミントン

ソフトテニス

ミニバスケット

ゲートボール

弓　道

ゴルフ

ボウリング

テニス

総合得点

総合順位

地区名

種目
秋
山

西
原

棡
原

上
野
原
西
部

上
野
原
中
部

上
野
原
東
部

島
田

大
鶴巌甲

東
大
目

-

2.5

-

2.5

0

-

1

-

-

-

-

2

1

1

-

10

9

-

-

-

1

1

1

1

-

2

-

-

1

1

1

-

9

10

2.5

5

2

1

5

1

4

4

-

3

1

3

3

5

2

41.5

1

-

-

-

2.5

-

-

5

-

-

2

-

1

1

2

3

16.5

6

4.5

1

-

1

2.5

-

2.5

1

1

-

5

1

1

1

1

22.5

5

4.5

4

1

1

1

-

2.5

2

3

1

3

4

1

1

4

33

4

2.5

2.5

3

1

2.5

0

1

5

5

1

4

-

4

4

1

36.5

2

1

1

1

5

4

-

1

3

1

-

-

5

5

3

5

35

3

-

1

-

1

-

-

-

-

4

-

1

1

2

1

-

11

8

-

-

-

-

-

-

1

1

-

-

0

-

1

-

-

3

11

1

-

-

4

1

-

1

1

-

-

2

1

1

1

1

14

7

卓球
男子

女子

ソフト
ボール

一般

壮年

バレー
ボール

男子

婦人
地
　
区
　
対
　
抗

第3回上野原市体育祭り得点順位表

※得点0は棄権

※各種目の得点は、その種目のエントリー数により異なります。

軟式野球競技

テニス競技

5
月
27
日
を
中
心
期
日
と
し
て
、
上
野
原
市

内
各
会
場
で
、
第
3
回
上
野
原
市
体
育
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
野
原
中
学
校
屋
内
運
動
場
で
行
わ
れ
た
開

会
式
で
は
、
上
野
原
吹
奏
楽
団
の
演
奏
の
も
と
、

各
体
育
会
が
体
育
会
旗
を
掲
げ
入
場
行
進
を
行

い
、
大
鶴
体
育
会
の
選
手
に
よ
る
選
手
宣
誓
が

力
強
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
大
会
や
県
大
会
な
ど
に
お
い
て
、

優
秀
な
成
績
を
あ
げ
ら
れ
た
方
や
、
体
育
の
振

興
や
競
技
の
発
展
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
対

し
、
栄
誉
賞
、
感
謝
状
、
功
労
賞
、
精
励
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
、
各
会
場
で
競
技
が
行
わ
れ
、

全
11
体
育
会
か
ら
1
7
4
6
人
の
選
手
や
役
員

が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、（
剣
道
・

柔
道
・
サ
ッ
カ
ー
は
オ
ー
プ
ン
競
技
）
各
競
技

の
結
果
、
総
合
得
点
41
・
5
点
を
あ
げ
た
巌
体

育
会
が
第
3
回
上
野
原
市
体
育
祭
り
の
優
勝
旗

を
手
に
し
ま
し
た
。
準
優
勝
は
、
総
合
得
点

36
・
5
点
の
上
野
原
中
部
体
育
会
、
第
3
位
は
、

総
合
得
点
35
点
の
上
野
原
西
部
体
育
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
以
下
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
と
お

り
で
す
。）



9 広報うえのはら　平成19年7月号　　　　　

6月11日（日）、秋山老人福祉センターにおいて、地
域部会主催の「地域セミナーin秋山」を開催しました。
秋山小学校や保育所等から38名の子どもたちを迎え、
ボランティアにも秋山地区の愛育会や保育士、中学校か
ら大勢の方のご協力をいただきました。保護者も合わせ
ると総勢80名を超える参加となり賑やかで楽しく、あ
っという間に交流会が終了しました。

【料理教室】
愛育会のみなさんが手際よく子どもたちに手ほどきを
して下さり、手を切りはしないだろうか等の心配も吹き
飛びました。なかなかの包丁さばきで、みんな楽しそう
に野菜を刻んでいました。
豚汁を煮込んでいる間は、おにぎり作りです。始めは
ぎこちなかった手つきもどんどん上手に、格好の良い三
角おにぎりが出来上がりました。
そして、最後は参加者全員で会食です。雨のため、室
内での会食になりましたが、子どもたちが力を合わせて
作った昼ごはんに大人たちも大感激で「すご～くおいし
い！！おかわりちょうだい」と賑やかなひと時でした。
調理した子どもたちから
は、「どんな形に切ったら
いいのかわかなくて難しか
ったけど、丁寧に教えても
らって楽しかった。」と感
想がありました。

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.13

【昔遊び・絵本の読み聞かせ】
園児や小学校低学年を中
心に、愛育会のみなさんに
沢山の絵本を読んでいただ
きました。お父さんお母さ
んの膝の中に入り、じっと
聞き入っている子どもたち
の目は、キラキラ輝いてい
ました。
その横では、お手玉、あやとり、メンコをおじいちゃ
んやおばあちゃんに教わりながら、賑やかに遊んでいる
子どもたちがいます。
中学生のお兄さんやお姉
さんも、子どもたちと一緒
になって昔あそびを楽しみ
ました。
最後は全員で、牛乳パッ
クを使った竹とんぼを作
り、小学生対中学生の飛ば
しっこ競争です。軍配は中学生に上がりましたが、子ど
もたちは、汗びっしょりになりながら楽しんでいました。

今回のセミナーをきっかけに、保護者を含めて子ども
たちと地域のおじいちゃんやおばあちゃんとの繋がり
が、より強いものになれば、主催者としてこんなに嬉し
いことはありません。
地域部会では、このようなセミナーを今後も各地区で
開催していきたいと考えています。
(上野原市男女共同参画推進委員会)

●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

5
月
30
日
、
市
制
施
行
3
周
年

平
成
19
年
市
政
功
労
者
等
表
彰
式

が
も
み
じ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
上

野
原
市
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た

次
の
方
々
が
、
奈
良
明
彦
市
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

《
有
功
》

尾
形
重
寅
、
岡
部
幸
喜
、
加
藤

忠
亮
、
奈
良
田
文
夫

市
制
施
行
3
周
年

平
成
19
年
市
政
功
労
者
等
表
彰
式

《
功
労
》

上
條
弘
行
、
森
屋
守
利
、
和
智

利
光
、
水
上
恒
一
、富
田
旭
、

長
田
節
、
尾
形
尚
、（
有
）近
藤

《
善
行
》

喜
多
功
、
後
藤
文
男
、
平
井
美

藤
、
相
馬
仁
、
長
田
吉
通

会
場
の
様
子

▲



や
乳
幼
児
の
そ
ば
で
た
ば
こ
を
吸

う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

《
未
成
年
者
へ
の
影
響
》

未
成
年
者
が
た
ば
こ
を
吸
う
こ

と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
成
人
に
な
っ
て
た

ば
こ
を
吸
い
始
め
た
場
合
に
比
べ

て
、
が
ん
や
虚
血
性
心
疾
患
な
ど

の
危
険
が
よ
り
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
吸
い
始
め
る
年
齢
が
若

い
ほ
ど
ニ
コ
チ
ン
へ
の
依
存
度
が

高
く
な
る
と
い
う
報
告
が
で
て
い

ま
す
。

未
成
年
者
が
た
ば
こ
を
吸
う
き

っ
か
け
と
し
て
、
友
人
や
親
、
き

ょ
う
だ
い
な
ど
身
近
な
人
が
吸
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
人
へ
の
教
育
だ
け
で
な
く
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
様
々
な

場
所
で
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
煙
の
な
い
環
境
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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た
ば
こ
の
害
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

《
た
ば
こ
の
影
響
》

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
タ
ー
ル
、

ニ
コ
チ
ン
、
一
酸
化
炭
素
な
ど

様
々
な
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
、
吸

わ
な
い
人
に
比
べ
、
が
ん（
肺
が

ん
や
喉
頭
が
ん
な
ど
）や
虚
血
性

心
疾
患（
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
）

の
危
険
が
高
く
な
る
な
ど
、
健
康

へ
の
影
響
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。た

ば
こ
の
煙
に
は
、
た
ば
こ
の

フ
ィ
ル
タ
ー
を
と
お
し
て
吸
う
煙

（
主
流
煙
）と
、
た
ば
こ
の
先
か
ら

出
る
煙（
副
流
煙
）が
あ
り
ま
す
。

副
流
煙
は
主
流
煙
よ
り
多
く
の
有

害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
受

動
喫
煙
に
お
い
て
も
、
煙
が
眼
や

鼻
を
刺
激
し
た
り
、
た
ば
こ
を
吸

う
人
と
同
様
に
が
ん
や
心
疾
患
な

ど
の
危
険
が
高
ま
っ
た
り
す
る
な

ど
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

最
近
、
若
い
女
性
の
喫
煙
率
が

増
え
て
い
る
こ
と
や
、
未
成
年
者

の
喫
煙
、
特
に
妊
婦
や
乳
幼
児
に

対
す
る
受
動
喫
煙
の
影
響
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
乳
幼
児
へ
の
影
響
》

妊
娠
中
に
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と

で
、
流
産
や
早
産
の
危
険
や
、
低

出
生
体
重
児（
生
ま
れ
た
と
き
の

体
重
が
2
5
0
0
裼
未
満
）に
な

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
と
て
も
深
刻
な
害
は
、
胎

児
の
脳
を
傷
つ
け
、
生
ま
れ
て
き

た
乳
幼
児
の
知
的
発
達
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
り
、
行
動
障
害
の
発
症

率
が
増
加
し
た
り
す
る
な
ど
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。
受
動
喫
煙
に
お

い
て
も
、
同
様
の
危
険
が
高
ま
り

ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
の
そ
ば
で
た
ば

こ
を
吸
う
と
、
肺
炎
や
気
管
支
炎

な
ど
の
呼
吸
器
感
染
症
や
ぜ
ん
そ

く
、
中
耳
炎
な
ど
を
起
こ
し
や
す

く
、
S
I
D
S（
乳
幼
児
突
然
死

症
候
群
）の
危
険
が
高
く
な
り
ま

す
。妊

婦
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
妊
婦

《
金
婚
式
･ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
》

上
野
原
市
で
は
、
毎
年
、
各
地

区
の
敬
老
会
の
席
上
で
、
金
婚

式
･
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
の
対
象

者
に
、
褒
状
･
記
念
品
の
贈
呈
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
平
成
19
年
度
対
象
者

◎
金
婚
式

昭
和
32
年
中
に
、
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
る
ご
夫
婦

◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

昭
和
22
年
中
に
、
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
る
ご
夫
婦

※
特
例
措
置
と
し
て
、
婚
姻
届
を

提
出
し
て
い
な
く
て
も
、
次
の

場
合
は
該
当
と
し
ま
す
。

◎
金
婚
式
　

昭
和
33
年
中
に
第
1
子
が
誕
生

し
て
い
る
場
合

◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
　

昭
和
23
年
中
に
第
1
子
が
誕
生

し
て
い
る
場
合

※
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

《
い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

2
0
0
7
が
開
催
さ
れ
ま
す
》

今
年
も
次
の
日
程
で
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
希

望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

9
月
8
日（
土
）
雨
天

順
延
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
場
所
　
甲
府
市
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ

公
園

●
競
技
種
目
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等

●
申
込
み
締
切
　
8
月
3
日（
金
）

《
山
梨
県
か
ら
介
護

慰
労
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
》

山
梨
県
で
は
、
次
の
要
件
に
該

当
す
る
方
に
対
し
て
年
額
3
万
円

の
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

①
今
年
4
月
1
日
ま
で
の
過
去
1

年
間
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
方（
年
間
1

週
間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
利
用
を
除
く
）で
、
現
に
寝

た
き
り
高
齢
者
や
認
知
症
の
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方

②
上
野
原
市
の
家
族
介
護
慰
労
金

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

●
申
込
み
締
切
　
7
月
17
日（
火
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
寿

健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当

（
蕁
62
―

4
1
3
3
）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

7 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※7月5日（木）・12日（木）の母子健康手帳交付・妊
婦相談は健診事業のため中止します。

★乳幼児健診（7/1～8/10までの予定）

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。
※7月12日（木）の2歳児歯科健診は、平成17年4月・
5月上旬生まれを午前9時15分から実施し、5月下
旬・6月生まれを午後1時15分から実施します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「こどもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 7月23日（月）予約制になります。
◎スタッフ　心理相談員・保健師
◎対　　象　市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※電話でお申し込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 市に住民登録のある35歳以上の方

（H19･4･1～H20･3･31までに35歳にな
る方も含む）

◎検 診 料 自己負担金　10,700円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は12,400円（子
宮がん1,000円・乳がん700円）

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。
※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診
は、同年度中に重複して受診することができま
せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を
全額実費負担することになりますので、ご注意
ください。不明な点は保健担当までお問い合わ
せください。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市に住民登録のある20歳以上の女性
◎検 診 料 1,000円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎指定医療機関 武者医院（大月市）・磯部医院

（都留市）
◎申 込 み 長寿健康課保健担当（62－4134）へお申

し込みください。

★すこやか健康相談（7/1～8/10までの予定）

◎対 象 者 市に住民登録のある方で、糖尿病が
気になる方、健康相談を希望の方

◎内　　容 血圧測定、血糖値測定、尿検査、体
重測定、体脂肪測定等

◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交
付します。）、筆記用具

◎注　　意 血糖値検査では空腹時の血糖を測定
しますので、当日の朝食はなるべく
食べないようにしてください。（湯茶
は可）

※保健センターでの糖尿病が気になる方の健康相
談を希望される方は、電話等で前日までにご連
絡ください。

持　ち　物

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳・歯ブラシ
コップ・問診票・早朝尿

母子健康手帳・歯ブラシ
問診票・コップ

母子健康手帳

母子健康手帳

3～4
か月児

9～10
か月児

1 歳
6か月児

3 歳 児

2 歳 児
歯科健診

幼 児
歯科検診

該当児
平成19年
3月下旬・
4月生
平成18年
8月下旬・
9月生
平成17年
12月・平成
18年1月生
平成16年
4月・5月
上旬生

平成17年
4月～6月生

平成17年
12月～平成
18年2月生
平成16年
4月～6月生

実施日

8月9日
（木）

7月4日
（水）

7月31日
（火）

7月25日
（水）

7月12日
（木）

7月12日
（木）午前

7月12日
（木）午後

実施日

7月18日（水）
8月10日（金）

7月20日（金）

時　　　間
午前 9：00～ 10：00
糖尿病が気になる方
（要予約）
午前10：00～11：00
一般健康相談
午前 9：30～ 11：00

場　　　所

保健センター

西 原 出 張 所

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

送迎
一部あり

一部あり

なし

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721



児（
平
成
19
年
4
月
1
日
現
在
）を

私
立
幼
稚
園
に
就
園
さ
せ
て
い
る

世
帯
で
、
保
護
者
お
よ
び
世
帯
内

の
納
税
義
務
者
等
の
今
年
度
の
市

民
税
所
得
割
課
税
額
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
。

市
内
の
私
立
幼
稚
園
に
就
園
し

て
い
る
世
帯
に
は
幼
稚
園
を
と
お

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
市

外
の
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
世

帯
で
、
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
8
）

平
成
20
年
4
月
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
75
歳（
一
定
の

障
害
が
あ
る
人
は
65
歳
）
以
上
の

人
は
国
保
や
健
保
組
合
な
ど
の
医

療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が
ら
、

「
老
人
保
健
制
度
」で
医
療
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
20

年
4
月
か
ら
は
新
た
に
独
立
し
た

医
療
制
度
と
な
る「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」で
医
療
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年

金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）ま

た
は
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合（
蕁
0
5
5
―

2
3
6

―

5
6
7
1
）

て
い
た
住
宅

②
65
歳
以
上
の
方
・
介
護
保
険
法

の
要
介
護
若
し
く
は
要
支
援
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
・
障
害

者
の
方
が
居
住
す
る（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）住
宅

③
補
助
金
等
を
除
く
自
己
負
担
額

が
30
万
円
以
上
の
も
の

●
期
間

平
成
19
年
4
月
1
日
〜

平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

●
申
請
方
法
　
必
要
書
類（
改
修

に
係
る
明
細
・
写
真
・
領
収

書
、
居
住
者
要
件
を
満
た
す
こ

と
を
示
す
書
類
等
）を
添
付
の

う
え
、
原
則
と
し
て
改
修
後
3

か
月
以
内
に「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減

額
申
請
書
」に
よ
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
制
度

市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
の
在
園

児
が
い
る
世
帯
に
、
市
民
税
課
税

額
に
応
じ
て
保
育
料
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
立
幼
稚

園
児
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
幼
稚
園
就
園
の
奨
励
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
補
助
対
象
者
は
、
市
に
住

所
を
有
す
る
3
歳
、
4
歳
、
5
歳

戸
あ
た
り
30
万
円
以
上
の
も
の

●
期
間

平
成
18
年
1
月
1
日
〜

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で

●
申
請
方
法
　
必
要
書
類（
現
行

の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事

で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
等
）を

添
付
の
う
え
、
原
則
と
し
て
改

修
後
3
か
月
以
内
に「
住
宅
耐

震
改
修
に
係
る
固
定
資
産
税
の

減
額
申
請
書
」
に
よ
り
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
減
額
期
間

《
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
》

次
の
要
件
の
住
宅
で
、
一
定
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ

た
場
合
、
当
該
住
宅
に
係
る
翌
年

度
の
固
定
資
産
税
額（
1
戸
あ
た

り
100
裃
相
当
分
ま
で
を
限
度
）を

3
分
の
1
減
額
し
ま
す
。

●
要
件

①
平
成
19
年
1
月
1
日
に
存
在
し

野
・
安
寺
沢
・
一
古
沢
・
金

山
・
遠
所
・
浜
沢
・
大
地
・
板

崎
・
小
和
田

●
受
付
期
間
　
7
月
2
日（
月
）〜

20
日（
金
）

●
申
請
書
類
　
①
申
請
書（
経
済

課
で
交
付
）
②
土
地
全
部
事
項

証
明
書
　
③
案
内
図
　
④
公
図

写
し

●
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ

経

済
課
産
業
振
興
担
当（
蕁
62
―

3

1
1
9
）

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

《
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
》

次
の
要
件
の
住
宅
で
、
建
築
基

準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準

に
適
合
さ
せ
る
よ
う
一
定
の
改
修

工
事
を
施
し
た
場
合
、
そ
の
完
了

時
期
に
応
じ
て
、
当
該
住
宅
に
係

る
固
定
資
産
税
額
を
2
分
の
1
減

額
し
ま
す
。

●
要
件

①
昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら

存
在
し
て
い
た
住
宅

②
居
住
部
分
の
割
合
が
当
該
家
屋

の
2
分
の
1
以
上
あ
る
も
の

（
居
住
部
分
で
、
1
戸
あ
た
り

120
裃
の
床
面
積
相
当
分
ま
で
が

減
額
対
象
）

③
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
が
1

減額期間
3年間
2年間
1年間
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改修完了時期
平成18年～21年
平成22年～24年
平成25年～27年

農
振
農
用
地
の
除
外
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
に
定
め
ら
れ
た
農
用
地
に

つ
い
て
除
外
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
な
お
、
次
の
地
区
に
つ
い
て

は
、
農
村
整
備
事
業
等
の
受
益
地
、

ま
た
は
、
今
後
、
事
業
の
計
画
が

あ
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

原
則
と
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
経
済
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
大
目
地
区
》
全
域

《
甲
東
地
区
》
全
域

《
大
鶴
地
区
》
全
域

《
島
田
地
区
》
西
区
・
東
区
・
駒

門
《
上
野
原
地
区
》
向
風

《
棡
原
地
区
》
井
戸
・
用
竹
・
日

原
・
猪
丸
・
椿
・
沢
渡
・
小

伏
・
桐
坪
・
登
下

《
西
原
地
区
》
原
・
郷
原
・
扁

盃
・
飯
尾

《
秋
山
地
区
》
富
岡
・
桜
井
・
神



な
お
、
夜
間
は
通
常
ど
お
り
営

業
し
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
と
サ
ウ
ナ
は
通
常
ど
お
り
、
午

前
、
午
後
、
夜
間
、
営
業
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
市
民
プ
ー
ル（
蕁
63
―

6
0
7
0
）

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

山
梨
県
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

統
計
を
わ
か
り
や
す
く
表
し
た
グ

ラ
フ
を
、
次
の
要
領
で
募
集
し
ま

す
。県

内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

●
各
部
門

・
第
1
部
　
小
学
校
1
・
2
年
生

・
第
2
部
　
小
学
校
3
・
4
年
生

・
第
3
部
　
小
学
校
5
・
6
年
生

・
第
4
部
　
中
学
生

・
第
5
部
　
高
等
学
校
以
上
の
生

徒
・
学
生
、
一
般
の
方

・
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

小
学
校
の
児
童
以
上

●
応
募
要
領

・
課
題
は
、
各
部
門
と
も
自
由
で

す
。
た
だ
し
、
小
学
校
4
年
生

以
下
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
公

表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
使
わ

な
い
で
、
自
分
で
調
べ
た
こ
と

JAPANESE CLASS

1st and 3rd Wednesdays 10:00～12:00
2nd Conference Room,2F
Uenohara City Culture Hall

For inquiry, please call
Board of Education
TEL62－3409

外国人のための
日本語教室を開催しています

市教育委員会では、毎月2回、外国人を対象に
日本語教室を開催しています。家族や地域で日
本語が話せずに困っている外国人がいましたら、
ぜひ、声をかけて参加してください。
●日時 7月4日（水）・18日（水）午前10時～正午
●場所 もみじホール2階　会議室2
●申込み・問い合わせ
社会教育課社会教育担当（蕁62－3409）

丸
の
内
1
―

6
―

1

蕁
0
5
5

―

2
2
3
―

1
3
4
2
）

蜂
の
巣
取
り
の
防
護
服
を

お
貸
し
し
ま
す

市
で
は
、
個
人
の
住
宅
や
植
木

な
ど
に
作
ら
れ
た
蜂
の
巣
を
取
り

除
く
た
め
の
防
護
服
を
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

防
護
服
の
利
用
を
希
望
す
る
方

は
、
電
話
等
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
貸
出
期
間
は
、
2
〜
3
日

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

を
グ
ラ
フ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
大
き
さ
は
、
B
2
版
と

し
ま
す
。

・
紙
質
、
色
あ
い
は
自
由
で
す
。

・
1
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
2
枚
以
上
に
わ

た
る「
シ
リ
ー
ズ
も
の
」は
認
め

ま
せ
ん
。

・
5
人
以
内
な
ら
合
作
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
全
員
に
、
参
加
賞
を
贈

り
ま
す
。

●
応
募
締
切

9
月
7
日（
金
）

必
着（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

山
梨
県

企
画
部
統
計
調
査
課（
甲
府
市

は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
期
間

7
月
31
日（
火
）ま
で

●
場
所

市
役
所
1
階
会
計
課
横

展
示
コ
ー
ナ
ー

●
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0

9
）

市
民
プ
ー
ル
か
ら
お
知
ら
せ

第
1
回
上
野
原
室
内
水
泳
競
技

大
会
兼
第
5
回
Ｆ
Ｓ
Ｃ
都
留
・
上

野
原
対
校
戦
を
8
月
19
日（
日
）

に
実
施
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
午

前
と
午
後
の
プ
ー
ル
の
利
用
を
中

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

旧
甲
州
街
道
の
古
写
真
を

展
示
し
て
い
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
幕
末
か

ら
明
治
時
代
に
撮
影
さ
れ
た
旧
甲

州
街
道
の
写
真
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
撮
影
場
所
は
甲
斐
・
相
模
国

境
で
、
境
川
と
桂
川
が
合
流
す
る

景
勝
地
で
す
。
川
岸
の
茶
店
で
は

多
く
の
旅
人
が
桂
川
名
物
の
ア
ユ

を
食
べ
、
見
晴
ら
し
を
楽
し
ん
だ

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
一
部
で
、
当
時
を
知

る
う
え
で
学
術
的
価
値
が
高
く
、

地
域
の
写
真
と
し
て
は
最
古
級
で

す
。
市
役
所
に
お
立
ち
寄
り
の
際

13 広報うえのはら　平成19年7月号　　　　　
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

ボランティア
児童生徒指導相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

12日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
7月1日（29日は8月5日に変更）
午前 9：00 ～ 　　正　午

5日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　（祝日を除く）
　　　　　　　　
　　　　　　　　
午前 9：00 ～ 午後 4：00

7月の相談日

63-5700
0120-28-7830

毎週金曜日
午後 1：30 ～ 午後 5：00

毎週月曜日～金曜日（祝日を除く）
午前 8：30 ～ 午後 5：30

もみじホール
3階会議室7

20日  
午前 10：00 ～ 午後 3：00 市役所会議室A

17日  
午前 10：00 ～ 午後 3：00

もみじホール
1階会議室1

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

FREE



を
募
集
し
ま
す
。

《
エ
ク
セ
ル
（
応
用
1
回
目
）》

●
対
象
者
　
表
計
算
ソ
フ
ト
「
エ

ク
セ
ル
」
の
基
礎
知
識
を
習
得

し
て
い
る
方

●
日
程

9
月
3
・
4
・
6
・

7
・
10
・
11
日
の
6
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
9
時

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

●
受
付
開
始

7
月
3
日（
火
）

●
問
い
合
わ
せ

県
立
都
留
高
等

技
術
専
門
校（
蕁
43
―

8
9
1

1
）

7
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
担
当
で
は
、
も
み

じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を
「
子
育
て
プ

レ
イ
ル
ー
ム
」
と
し
て
開
放
し
て

い
ま
す
。
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
、
情
報
交
換
の
場
所
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

7
月
11
日（
水
））・
25
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
度
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
は
、
再
度
申
し
込
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
子
育
て
支
援
担
当（
蕁
62
―

3

1
1
5
）

展
開
し
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
連
携
や

家
族
の
絆
を
深
め
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
お
互
い
に
支
え
合
い
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い

地
域
を
つ
く
る
推
進
機
運
が
定
着

し
て
い
く
こ
と
を
大
き
な
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

上
野
原
高
校
パ
ソ
コ
ン
講
座

上
野
原
高
校
で
は
、
夏
休
み
に

地
域
住
民
を
対
象
に
次
の
と
お
り

パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

8
月
3
日（
金
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

山
梨
県
立
上
野
原
高
等

学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
講
座
内
容

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
ソ
フ
ト（
年
賀

状
作
成
等
）の
活
用
方
法
」

●
対
象

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心

者
の
成
人（
基
本
的
な
操
作
を

説
明
し
ま
す
。）

●
募
集
人
数

最
大
20
名（
先
着

順
）

●
担
当
講
師

本
校
教
員

●
申
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
、

必
要
事
項（
住
所
・
氏
名
・
年

齢
）を
記
入
し
、
申
し
込
み
先

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
返
信

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ど
ち
ら
か
１
日
の
み
の
参
加
も

可
●
受
講
料
　
無
料

●
場
所
　
帝
京
科
学
大
学
本
館
棟

4
階
4
0
3
教
室

※
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
希
望
者
は
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

総
務
課（
蕁
63
―

6
9
1
1
）

7
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
運
動
月
間
で
す

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

第
57
回
と
な
る
今
年
度
は
、
運

動
の
重
点
目
標
を
「
犯
罪
・
非
行

の
防
止
と
更
生
の
援
助
の
た
め
、

地
域
住
民
の
理
解
と
参
加
を
求
め

る
」
と
定
め
、「
防
ご
う
犯
罪
と

非
行
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り
」
を

統
一
標
語
に
掲
げ
、
市
で
も
上
野

原
地
区
実
施
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
、
こ
の
間
に
学
校
訪
問
や
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
、
駅
で
の
宣
伝
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
公
開
講

座
「
植
物
・
環
境
シ
ス
テ
ム
ト
ピ

ッ
ク
ス
1
」
を
開
催
し
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
植
物
が
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
に

関
す
る
公
開
講
座
で
す
。
ふ
る
っ
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講　　師
澤田みどり先生
（NPO法人園芸療法研修会代表）
宮崎良文先生
（千葉大学教授）

演　　題

園芸療法について

自然の快適さを科学する

時 間

13：00
〜
16：00

回

1

2

開催日
8月3日
（金）
8月4日
（土）

用
は
が
き
に
て
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。）

●
締
め
切
り

7
月
17
日（
火
）

必
着

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
野

原
高
等
学
校
　
神
宮
寺
聡（
蕁

62
│

4
5
1
0
）〒
4
0
9
│

0

1
3
3
上
野
原
市
八
ツ
沢
5
5

5
障
害
を
持
つ
当
事
者
や

家
族
の
方
へ

東
部
圏
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

で
は
、
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
や
家
族

の
方
が
集
ま
っ
て
日
頃
の
悩
み
や

情
報
交
換
、
福
祉
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
東
部
圏
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
上
野
原
部
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時

7
月
18
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室

●
問
い
合
わ
せ

東
部
圏
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
ド
リ
ー

ム
宝
小
林（
蕁
23
│

0
4
6
0
）

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
在
職
者
訓
練
生
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上野原市では、平成19年度職員採用試験を次のとおり実施しま
す。詳細は募集要綱、市ホームページでご確認ください。

○平成20年度採用予定
事務職（大学卒）若干名
消防職（大学卒）（高校卒）若干名
○受験資格
事務職（大学卒）
昭和54年4月2日以降に生まれた方で、大学を卒業した方また
は卒業見込みの方および同等の資格を有する方

消防職（大学卒）
昭和56年4月2日以降に生まれた方で、大学を卒業した方また
は卒業見込みの方および同等の資格を有する方

消防職（高校卒）
昭和58年4月2日以降に生まれた方で、高校を卒業した方また
は卒業見込みの方および同等の資格を有する方

○試験
第1次試験　平成19年9月16日（日）
試験会場　もみじホール会議室2
○試験申込み
試験申込受付期間　8月1日（水）～15日（水）
受付は土・日を除き、午前9時から午後5時までとします。
募集要綱および試験申込書は、7月2日（月）から市役所総務課で
配布します。また、市ホームページからダウンロードすること
もできます。
ＨＰアドレス　http://www.city.uenohara.yamanashi.jp
○問い合わせ 総務課人事担当（蕁62－3117）

上野原市職員採用試験を実施します

第1次試験

9月24日（男子）

9月25日（女子）

9月17日

9月22日

願書受付期間

年間を通じて各月
行っています
8月1日～9月7日

8月1日～9月7日

募集種目

2等陸・海・空士

一般曹候補生
（陸・海・空）

航空学生
（海・空）

区　分

資格

18歳以上
27歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

高校卒業（見込）
21歳未満の者

概　要

陸上は2年、海上・航空
は3年を1任期として任用
（以降2年を1任期）
採用後2年9か月経過以降
選考により3等陸・海・
空曹へ
飛行機・ヘリコプターの
パイロット養成コース
入隊後6年で幹部昇任

平成19年度自衛官等募集案内

自衛官募集相談員の紹介（敬称略）
・鶴川　米澤憲一、上野原　桑原　淳、新田　岩本春雄、秋山　原田保正
それぞれの地区の相談員は上記の方々ですので、お気軽にご相談ください。

大月地域事務所　蕁22ー1298 住所大月市御太刀2ー8ー10

Ｅーmail ootuki.y.pco@song.ocn.ne.jp問い合わせ

市町村振興宝くじ

ササマージャンボ宝くじ
☆1等・前後賞あわせて3億円
●発売期間　7月19日（木）～8月7日（火）
●抽選日　　8月16日（木）
※この宝くじの収益金は、市町村の明るく
住みよい街づくりに使われます。

6月8日、上野原市商工会では6月10日
の商工会の日を前に、上野原駅や桂川
河川敷の美化活動を行いました。
当日は、商工会青年部や女性部の方
が参加して行われ、上野原駅の商工会
の陳列棚や河川のゴミ拾いなどを行い
ました。

商工会の日に美化活動を実施

▲上野原駅の陳列棚の清掃



●
手
当
額

申
請
者
の
所
得
額
に

よ
り
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す
。

・
全
部
支
給

月
額
4
1
7
2
0

円
・
一
部
支
給

月
額
4
1
7
1
0

円
〜
9
8
5
0
円

※
一
部
支
給
額
は
10
円
き
ざ
み
で

変
わ
り
ま
す
。

※
支
給
対
象
児
童
が
2
人
以
上
い

る
場
合
は
、
2
人
目
5
千
円
加

算
、
3
人
目
以
降
3
千
円
加
算

●
所
得
制
限

手
当
に
は
受
給
者

て
支
援
担
当
ま
た
は
支
所
・
各

出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
請
書
は
、
福
祉
課
子
育
て
支

援
担
当
ま
た
は
支
所
・
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。

《
乳
幼
児
医
療
費

助
成
金
支
給
制
度
》

健
康
な
お
子
さ
ん
を
安
心
し
て

育
て
ら
れ
る
よ
う
、
病
気
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
を
行
い
、
6
歳

未
満
の
乳
幼
児
が
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
と
き
、
保
険
診
療
に
よ
る

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
る

乳
幼
児
の
保
護
者
の
方
で
、
国

民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方

●
対
象
年
齢

・
通
院
　
5
歳
の
誕
生
日
月
ま
で

（
た
だ
し
、
1
日
生
ま
れ
の
と

き
は
前
月
末
日
）

・
入
院
　
未
就
学
児
童（
満
6
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
）

●
助
成
額

医
療
費
の
保
険
適
用

内
の
自
己
負
担
分（
付
加
給
付

や
高
額
医
療
は
除
く
。）

子
育
て
支
援
担
当
か
ら
子
育
て

に
関
す
る
各
種
制
度
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

《
出
産
奨
励
祝
金
制
度
》

市
で
は
、
新
生
児
等
の
人
口
増

加
対
策
や
、
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
3

子
以
降
の
新
生
児
を
出
産
さ
れ
た

方
に
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

上
野
原
市
に
2

年
以
上
住
所
を
有
し
、
平
成
17

年
2
月
13
日
以
降
に
3
人
目
以

降
の
新
生
児
を
出
産
し
、
新
生

児
を
当
市
に
住
民
登
録
さ
れ
た

方
●
祝
金
の
額

・
第
3
子
を
出
産
さ
れ
た
方
　
新

生
児
1
人
に
つ
き
　
30
万
円

（
出
生
時
20
万
円
、
小
学
校
入

学
時
10
万
円
）

・
第
4
子
以
降
を
出
産
さ
れ
た
方

新
生
児
1
人
に
つ
き
　
40
万
円

（
出
生
時
30
万
円
、
小
学
校
入

学
時
10
万
円
）

●
手
続
き
方
法

「
出
産
奨
励
祝

金
支
給
申
請
書
」
に
世
帯
全
員

の
住
民
票
を
添
付
（
上
野
原
市

に
本
籍
の
な
い
方
は
戸
籍
謄
本

も
添
付
）
し
て
、
福
祉
課
子
育

申
請
用
紙
に
よ
る
申
請
が
必
要

で
す
。

《
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
事
業
》

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事

業
は
、
前
年
分
の
所
得
税
が
非
課

税
の
ひ
と
り
親
家
庭
で
、
親
と
児

童（
満
18
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る

年
度
末
ま
で
）
が
、
病
気
や
け
が

で
通
院
、
入
院
し
た
場
合
、
本
人

が
健
康
保
険
に
よ
り
負
担
し
た
費

用
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

●
手
続
き
方
法

「
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
受
給
者
証
交
付
申

請
書
お
よ
び
所
得
調
査
同
意

書
」
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
児
童
扶
養
手
当
》

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
と
生

計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
の

い
る
家
庭
や
、
父
親
が
障
害
に
よ

り
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
の

い
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立

の
促
進
の
た
め
に
、
母
親
ま
た
は

養
育
者
に
手
当
を
支
給
し
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
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「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な

課題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしてい
ますので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はお

おむね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課秘書広報担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

7月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、7月26日（木）午前9時から11時です。

お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
に

よ
る
受
給
制
限
が
あ
り
、
前
年

の
所
得
に
よ
り
、
一
部
支
給
停

止
、
全
額
支
給
停
止
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
手
続
き
方
法

「
児
童
扶
養
手

当
認
定
請
求
書
」に
必
要
な
書

類
を
添
付
し
て
、
福
祉
課
子
育

て
支
援
担
当
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

子
育
て
支
援
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す



シ
ョ
ン

●
申
込
み
方
法
　
グ
ル
ー
プ
活
動

の
参
加
希
望
に
つ
い
て
は
、
前

日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

平
日
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー（
蕁
0
5

5
―

2
2
6
―

3
3
6
1
・
蕭
0

5
5
―

2
2
6
―

3
3
6
2
）

市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手

権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

5
月
24
日
、
上
野
原
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
市
ゴ
ル
フ

連
盟
主
催
に
よ
る
市
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
の
結
果
、
成
績

上
位
者
の
中
か
ら
7
人
の
方
が
市

代
表
と
し
て
、
県
体
育
祭
り
に
出

場
し
ま
す
。

【
大
会
結
果
】（
敬
称
略
）

●
グ
ロ
ス
の
部

《
優
勝
》
　
森
屋
智
之

《
準
優
勝
》
山
口
巧

《
3
位
》
　
大
塚
真
一

●
新
ペ
リ
ア
の
部

《
優
勝
》
　
加
藤
賢
一

《
準
優
勝
》
森
屋
智
之

《
3
位
》
　
一
ノ
宮
稔

●
相
談
費
用

無
料

●
申
込
み
方
法

前
日
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
ま
で

《
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
》

県
立
盲
学
校
で
は
、
次
の
と
お

り
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
県
内
の「
見
え
方
」に
心
配
の

あ
る
子
ど
も
さ
ん
か
ら
成
人
の
み

な
さ
ん
、
保
護
者
、
支
援
を
さ
れ

て
い
る
方
な
ど
を
対
象
に
グ
ル
ー

プ
毎
に
活
動
を
用
意
し
ま
し
た
。

同
じ
悩
み
を
持
つ
方
と
話
を
し
た

り
、
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
い
機

会
で
す
。

ま
た
、
同
じ
日
に
視
覚
障
害
に

関
わ
る
便
利
グ
ッ
ズ
や
視
覚
補
助

具（
拡
大
読
書
器
、
弱
視
レ
ン
ズ

等
）、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
の

展
示
も
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

●
日
時
お
よ
び
場
所

・
7
月
22
日（
日
）県
立
盲
学
校

（
甲
府
市
）

・
午
前
9
時
30
分
〜
45
分
　
受
付

・
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

グ
ル
ー
プ
活
動（
体
験
遊
び
・

学
習
活
動
・
講
演
会
な
ど
）

・
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時
30

分
　
機
器
展
示
会
お
よ
び
盲
人

用
ロ
ボ
ッ
ト
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

《開放ゴルフ参加者募集》
市内ゴルフ場にご協力をいただき、市民の開放ゴルフを次
の日程で実施します。
●実 施 日 8月29日（水）・30日（木）・31日（金）の午前8時6分～
●場　　所 オリムピックカントリークラブ
●参 加 費 12,875円（キャディ付き4バック1ラウンド、消費税

込み）
3バックの場合はプラス525円、セルフの場合はマイ
ナス2,100円、2バック不可

●申込資格
・上野原市に住所または勤務先がある方
（当日証明できるものを持参してください。）
・ゴルフ場の規約、マナーを遵守できる方
●申込方法 １組（3名以上）単位以上で「市民開放ゴルフ参加」

としてゴルフ場に直接お申し込みください。
●申込期間 7月13日（金）～8月24日（金）午前9時～午後5時
●定　　員 各日とも8組まで先着順
●スタート時間 申し込み時にゴルフ場へご確認ください。
●申込み・問い合わせ　
オリムピックカントリークラブ（蕁66－2211）

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一
定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月
●応募・問い合わせ

企画課秘書広報担当（蕁62－3118）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

いつでも　必ず昼12時お預かり→夕方5時お渡し！

特典付新規会員さん大募集！
特典その1 クリーニング全品　ＡＭ10％ＯＦＦ　ＰＭ5％ＯＦＦ

（但し特殊品、シミ抜き、修理等は除きます）

特典その2 お誕生月の方１回に限り30％ＯＦＦ（但し特殊品等は除きます）
特典その3 新規ご入会の方クリーニングチケット3,000円分プレゼント

山
梨
県
立
盲
学
校
か
ら

お
知
ら
せ

《
夏
の
E
ｙ
ｅ愛

ひ
と
み
相
談
会
》

県
立
盲
学
校
で
は
、
夏
の
E
y

e
愛
ひ
と
み
相
談
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
見

え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚

に
問
題
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指

導
さ
れ
て
い
る
先
生
な
ど
、
目
の

こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
場
所

・
7
月
7
日（
土
）・
8
日（
日
）

県
立
盲
学
校（
甲
府
市
）

・
7
月
14
日（
土
）鰍
沢
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー（
鰍
沢
町
）

・
7
月
15
日（
日
）県
立
ふ
じ
ざ
く

ら
支
援
学
校（
富
士
河
口
湖
町
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

※
相
談
は
本
校
へ
の
就
学
相
談
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。



大
目
地
区

和
智
愛
佳

ま
な
か（

一
雄
）

甲
東
地
区

小
澤
美
慧

み
さ
と（

宗
弘
）

巌
地
区

清
水
葉
南

は

な

（
正
嗣
）、
小
崎
凌
靖

り
ょ
う
せ
い

（
裕
治
）、
大
久
保
来
茜

く
れ
あ（

裕
吏
）、

福
井
大
翔

や
ま
と（

伸
彦
）

島
田
地
区

小
島
紗
良

さ

ら（
竜
司
）

上
野
原
地
区

栗
原
桜
子

さ
く
ら
こ（

拓
二
）、
和
田
愛
加

ま
な
か

（
厚
史
）、
西
室
槙
吾

し
ん
ご（

厳
司
）、

平
山
こ
は
く（
雄
亮
）、
大
月
貫
介

か
ん
す
け

（
雄
介
）

秋
山
地
区

関
戸
瑛よ

う（
義
浩
）

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
5
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課秘書広報担当（電話62-3118）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

《
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
の
お
願
い
》

日
本
で
骨
髄
バ
ン
ク
に
新
た
に

登
録
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
毎
年
約

2
0
0
0
名
で
、
以
前
か
ら
移
植

を
待
ち
続
け
て
い
る
患
者
さ
ん
を

あ
わ
せ
る
と
約
3
4
0
0
名
に
の

ぼ
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を

救
う
た
め
に
も
、
あ
な
た
の
ご
協

力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
は
、
富
士
・
東
部

保
健
所
に
お
い
て
、
骨
髄
バ
ン
ク

の
説
明
と
意
志
確
認
を
し
ま
す
。

登
録
を
承
諾
さ
れ
た
場
合
は
、
2

襁
の
採
血
を
し
ま
す
。
時
間
は
30

分
程
度
で
終
了
し
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に
は
、

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
人

・
年
齢
が
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の

健
康
な
人

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
理
解

し
た
人

・
体
重
が
男
性
45
裴
・
女
性
40
裴

以
上
の
人

●
登
録
受
付

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
5
）

《
難
病
患
者
に
対
す
る

医
療
費
助
成
の
受
付
》

原
因
が
不
明
で
治
療
方
法
が
確

立
し
て
い
な
い
病
気
を
難
病
と
い

い
ま
す
。
国
で
は
治
療
方
法
の
研

究
を
進
め
る
と
同
時
に
45
疾
患

（
特
定
疾
患
）に
つ
い
て
、
治
療
に

か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し

自
己
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。医

療
費
助
成
は
病
気
の
重
症

度
、
所
得
額
等
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
す
。
初
め
て
の
方
は
主
治
医
の

先
生
に
ご
相
談
の
う
え
、
保
健
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙

は
保
健
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
更
新
の
受
付
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

○
受
付
日

・
7
月
30
日（
月
）上
野
原
市
も
み

じ
ホ
ー
ル

・
7
月
31
日（
火
）大
月
市
民
会
館

・
8
月
3
日（
金
）大
月
市
民
会
館

※
療
養
生
活
に
関
す
る
こ
と
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
4
）

参
考
H
P
検
索
「
難
病
情
報
セ

ン
タ
ー
」

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 細田 直希
な お き

くん（4歳7か月）
浩希
ひ ろ き

くん（1歳11か月）
章さんと浩美さんの長男・二男

“二人仲良く大きくなってね！”

上野原地区 大久保　梨乃
り の

ちゃん（1歳1か月）
典幸さんと智恵さんの長女

“元気いっぱい大きくなぁれ！”



上
野
原
地
区

三
枝
和
一
＝
北
郷
勢
津
子

松
本
武
士
＝
窪
田
伸
子

鐡
村
博
道
＝
佐
藤
奈
身

棡
原
地
区

清
水
章
＝
白
鳥
理
恵

西
原
地
区

橋
本
正
年
＝
山
本
直
美

大
目
地
区

梶
原
俊
子（
基
義
）

甲
東
地
区

大
庭
弘
鐡（
正
吉
）

島
田
地
区

佐
藤
幸
子（
忠
行
）、
安
藤
猛
夫

（
猛
久
）

上
野
原
地
区

杉
本
喜
久
治（
元
男
）、
臼
井
勝
文

（
保
法
）、
坂
本
花
子（
信
夫
）、

落
合
美
千
子（
鉄
也
）

棡
原
地
区

鷹
取
剛（
陽
子
）

西
原
地
区

長
田
ふ
く
ゑ（
通
幸
）

秋
山
地
区

河
内
一
郎（
ふ
く
ゑ
）、
佐
藤
ヤ
マ

（
光
造
）、
安
留
利
信（
直
行
）、

杉
本
由
幸（
敏
明
）、
原
田
政
久

（
清
明
）
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◇『
カ
シ
オ
ペ
ア
の
丘
で
』

重
松
清
／
著
　
講
談
社

40
歳
を
目
前
に
し
て
人
生
の

「
終
わ
り
」を
突
き
つ
け
ら
れ
た

そ
の
日
、
俊
介
は
テ
レ
ビ
の
画

面
に
ふ
る
さ
と
の
丘
を
見
つ
け

る
。

◇『
と
も
だ
ち
み
っ
け
』

那
須
正
幹
／
作
　
山
本
祐
司
／

絵
　
ポ
プ
ラ
社

誰
と
で
も
友
だ
ち
に
な
れ
る

お
さ
む
く
ん
。
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
、

カ
エ
ル
、
こ
い
ぬ
・
・
・
。
で

も
、
ひ
と
り
だ
け
友
だ
ち
に

な
れ
な
い
女
の
子
が
い
ま
す
。

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

77
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

8 9 10 11 12 13
7
14

15 16 17 18 19 20 21
2422 23
31
25 26 27 28

29 30

321 4 65

一

般

書

◇
『
狂
宴
の
果
て
』

江
上
剛
／
著
　
角
川
書
店

◇
『
銀
し
ゃ
り
』

山
本
一
力
／
著
　
小
学
館

◇
『
長
野
殺
人
事
件
』

内
田
康
夫
／
著
　
光
文
社

◇
『
が
ら
く
た
』

江
國
香
織
／
著
　
新
潮
社

◇
『
日
本
一
不
運
な
男
』

新
堂
冬
樹
／
著
　
中
央
公
論
新

社
◇
『
小
道
を
ぬ
け
て
』

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
ガ
ハ
ン
／
著

東
川
正
彦
／
訳
　
国
書
刊
行
会

◇
『
逆
立
ち
日
本
論
』

養
老
孟
司
・
内
田
樹
／
著
　
新

潮
社

◇
『
デ
ジ
タ
ル
キ
ッ
ズ

ネ
ッ
ト
社
会
の
子
育
て
』

坂
本
旬
／
著
　
旬
報
社

児

童

書

◆
『
恐
竜
研
究
所
へ
よ
う
こ
そ
』

林
原
自
然
科
学
博
物
館
／
著

童
心
社

◆
『
Ｔ
ｗ
ｏ
Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｓ
』

魚
住
直
子
／
作
　
あ
ず
み
虫
／

絵
　
学
研

◆
『
う
た
ち
ゃ
ん
ち
の
マ
カ
』

柏
葉
幸
子
／
作
　
石
川
由
起

枝
／
絵
　
講
談
社

◆
『「
占
い
脳
」
で

か
し
こ
く
生
き
る
』

鏡
リ
ュ
ウ
ジ
／
著
　
河
出
書
房

新
社

◆
『
ゴ
ー
ス
ト
ハ
ウ
ス
』

ク
リ
フ
・
マ
ク
ニ
ッ
シ
ュ
／
著

金
原
瑞
人
／
訳
　
理
論
社

絵

本

○
『
か
ら
す
の
た
ま
ごに

い
ち
ゃ
ん
』

あ
き
や
ま
た
だ
し
／
作
・
絵

鈴
木
出
版

○
『
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
』

久
本
直
子
／
絵
　
薫
く
み
こ
／

作
　
岩
崎
書
店

○
『
も
う
す
ぐ
っ
てど

の
く
ら
い
？
』

ひ
だ
き
ょ
う
こ
／
絵
　
北
川
チ

ハ
ル
／
作
　
岩
崎
書
店

○
『
10
ぴ
き
の
か
え
る
の

プ
ー
ル
び
ら
き
』

仲
川
道
子
／
絵
　
間
所
ひ
さ

こ
／
作
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

○
『
ぜ
っ
た
い
ぜ
っ
た
い

ね
る
も
ん
か
！
』

ニ
ッ
ク
・
マ
ラ
ン
ド
／
絵
　
マ

ラ
・
バ
ー
グ
マ
ン
／
文
　
ほ
る

ぷ
出
版

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
青
い
海
の
エ
ル
フ
ィ
』

◎
日
時
　
7
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

午
後
2
時
〜
3
時
15
分

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
お
り
が
み
』

◎
日
時
　
7
月
28
日（
土
）

午
後
2
時
〜

☆
お
は
な
し
会
☆

『
な
つ
の
い
ち
に
ち
』
ほ
か

◎
日
時
　
7
月
21
日（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
う
さ
ぎ
の
ユ
ッ
ク
』

絵
門
ゆ
う
子
作
　
他

◎
日
時
　
7
月
15
日（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
コ
モ
ア
文
庫

移
動
図
書
館
☆

◎
日
時
　
毎
月
第
1
、
3
水
曜
日

（
7
月
4
日
・
18
日
）

午
後
2
時
〜
4
時

◎
場
所
　
コ
モ
ア
し
お
つ
3
丁
目

集
会
所

死

亡

今
月
の
一
冊

婚

姻

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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広
報

電
話
：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー
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6月12日、島田小・中学校の児童・生徒と上野原
高校の47名の生徒が、合同で桂川の河川清掃を行い
ました。清掃活動は、小学生と高校生のグループが新
田側を、中学生と高校生のグループが鶴島側の清掃を
行い、交流しながら地域の美化活動に取り組みました。

パパとママさんクラス沐浴体験

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

5月25日と6月1日の2回に分けて保健センターで、パパとママさんク
ラスが行われました。この教室は、男性に父親として自覚を高めて、夫婦
二人で協力して育児をしてもらうことを目的に開催しています。
1回目は、胎児の成長過程の学習や、妊娠シミュレーターをつけて妊婦

体験を行い、2回目は、人形による沐浴体験をしました。参加者に教室で
の感想を聞いたところ「産まれる前にお風呂の体験ができて良かった」、
「妊娠後期の妊婦の身体が重くて大変でした」などと話していました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課秘書広報担当 電話62-3118

人口●27,902人 （－12）
男 ●13,924人 （－13）
女 ●13,978人 （＋ 1）
世帯●10,051世帯（＋13）
平成19年6月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●島田小・中・上野原高校合同桂川河川清掃
5月20日、日大明誠高校のグラウンドを中心会場

に、ボーイズリーグの東京都・山梨県・長野県の16
チームが集まり、第3回関東ブロック支部交流大会が
開かれました。開会式では、上野原市の山梨上野原ボ
ーイズの志村優仁主将が選手宣誓を行いました。

●第3回関東ブロック支部交流大会

上野原中学校の3年生が総合学習の時間に、甲州弁
へ興味をもってもらおうと甲州弁ベラベラブックを制
作しました。制作の際の感想を聞くと、「山梨という狭
い地域の中にいろいろな言葉があった」、「これから違
う地域の方言も調べてみたい」などと話していました。

●甲州弁ベラベラブックを制作
5月20日、小瀬スポーツ公園を中心会場に、第19

回山梨県スポーツレクリエーション祭が行われまし
た。この大会に上野原市から7種目11チームが参加
し、インディアカ競技の島田フェニックスが総合3位
の活躍をしました。

●スポレク祭インディアカの部第3位
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